








 
 

令和元年 11 月 11 日 

保護者の皆様へ 

世田谷区立玉堤小学校 

PTA 会長 岩崎 博史 

文化厚生委員会家庭教育学級 出雲崎 あゆみ 

 

令和元年度 第２回家庭教育学級講演会 報告書 

 

 10 月 21 日に第 2 回家庭教育学級を開催いたしました。今回は、今年度のメインテーマ『子供

の心と体の健康』をもとに、厚木 FUSiON スポーツクラブ代表で、トランポリン ナショナルコ

ーチも務める石田正人氏を講師にお迎えし、「子供たちのやる気」「モチベーションの向上」など

についてお話頂きました。 

 

・「コーチの存在意義」に関するお話では、 

1 人で出来ること、自分の力で成長できる部分を、他者の干渉が強すぎることで奪っていない

か！？1 人で出来ることを伸ばす必要性、1 人で出来ることを見て我慢することも必要である、と

のことを教えて頂きました。また、 

・「外発的動機、報酬のマイナス面」として、 

報酬が罰になる可能性、報酬が人間関係を破壊する可能性、報酬は理由を無視し、興味を損なう

可能性があることを例をあげて説明して下さいました。（例.テストで１００点取ったらお小遣い

をあげる⇨「１００点を取りたい」から「お小遣いが欲しい」に目的が変わってしまう。） 

その他にも「モチベーションを下げない為に必要なこと」「フィードバックの方法」「Guided 

Discovery 良い問いかけ、質問の仕方」「自己決定理論」「GROW モデル」「学習性無力感」等、

様々なお話を聞くことが出来、とても学びの多い講演会となりました。 

 

 

♢参加者の感想、意見 

・「子供達が何にも考えていない様で、すごく考えている」というのが心に残りました。話す機会

を奪っていたりその気をなくす様な言い方をしていたことを反省しました。 

・コーチングのお話でしたが、自分や子供との関わり方に置き換えてとても勉強になりました。 

・子供に対しても大人に対しても相手に問いかける際の言葉に気をつけないと、と思いました。 

・子供に積極性を持たせるクエスチョニングに努めていこうと感じました。 

・親の関わりすぎによって子供の成長を奪っているのではないか？との問いに考えさせられるも

のがありました。 

 



 
 

♢当日の様子 

 
  「ワクワクがチャレンジを生み出す」       

 

 
「ネガティブワードをポジティブワードに」 

ネガティブワード 

内気 

感情の起伏が激しい 

頑固 

気が短い 

傷つきやすい 

気分屋 

協調性がない 

ポジティブワード 

自分の世界を持っている 

自分の気持ちに正直 

一途・意思が強い 

手段の模索が早い 

繊細・純真・素直 

 感情豊か 

  A   

空気が読めない 

計画性がない 

行動が遅い 

失敗 

周りに流されない 

  B   

慎重 

成功への架け橋

 

さて、上の A ・ B にはどのような言葉が入るでしょう？ 

皆さんも是非考えてみて下さいね！ 

 

 

***---------------------------------------------------------------------------------------- 

講演会のスライド資料は今後 PTA のホームページに掲載予定です。 

 A ・ B に入る言葉もスライド資料でご確認頂けますので

是非ご覧下さい。今年度も家庭教育学級の活動にご協力頂きまして

ありがとうございました。 

----------------------------------------------------------------------------------------*** 


